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2026年（令和８年）３月31日(月)
霞交流館

霞学区の福祉を高める会

（社福）福山市社会福祉協議会

地域共生社会推進課

生活支援コーディネーター

早川 景子

～地域福祉と地域連携について～

お互いさまミーティング



霞学区の概要

・人口 ４３８人
・15歳～64歳 ５３８人
・65歳以上 ３５１人
・高齢化率 ８.３％
・世帯数 ３47世帯

2001年から2025年の24年間で…

〇 人 口： ５，２６８人

〇 世 帯 数： ２，９１３世帯

〇 ６５歳以上： １，６６２人

〇 ７５歳以上： ９６９人

〇 高齢化率 ： ３１.５％

（75歳以上：18.4％） ※2025年3月末現在
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＊2024年と比較すると、
人口は、51人減少
世帯数は、29世帯増加

減少 ↓
減少 ↓
増加 ↑
増加 ↑
世帯数↑

＊2024年と比較すると
高齢化率は
約0.３％上がっています。



～ 地域における居場所づくり～
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高齢者居場所
づくり事業

喫茶店風サロン
ふれあい

いきいきサロン

開 催 頻 度 週２・３回 週１回 月１回から２回

開 催 個 所 数 ６１か所 １１１か所 ３６９か所

福山市内のサロン

※202５年３月末現在

アンケート３－７
３－９
３－１４
３－２４
３－２５



霞学区の高齢者居場所づくり事業

サロン名 実施場所 開催日 開催時間

霞くらぶ
ふれあい喫茶

元霞幼稚園 毎週火曜日・木曜日 ９:０0～1２:30

霞学区のふれあい・いきいきサロン

サロン名 実施場所 開催日 開催時間

霞ふれあい
いきいきサロン

元霞幼稚園
遊戯室

毎月第２・４水曜日 ９:３0～11:30

霞
おもちゃサロン

元霞幼稚園
遊戯室

毎月第２・４木曜日 10:00～11:30
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アンケート１－７
１－１５
３－１０

アンケート１－１８



霞学区の喫茶店風サロン

サロン名 実施場所 開催日 開催時間

ふるのがみ
茶ロン

古野上町民館 毎週木曜日 １４:０0～1６:０0
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わくわくカフェ
のがみ

野上町１丁目
集会所

毎週土曜日 ９:３0～11:30

ふれあい広場
温知館

野上町二丁目・
三丁目集会所
温知館

毎週月曜日 10:０0～1２:０0

地吹サロン
ひだまり

地吹町集会所 毎週水曜日 ９:３0～11:00

アンケート１－２１
３－２７
４－２６



地域の集いの場のきっかけづくり
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メニュー事業内容

① 友愛訪問活動（高齢者等への誕生日プレゼント、お弁当配布など）

② 世代間・子育て活動（高齢者と子どもの交流、子ども図書館など）

③ 敬老活動（高齢者のつどい、米寿のつどいなど）

④
ネットワークづくり活動
（緊急連絡カードづくり、社会資源｛関係機関・団体｝との交流会など）

⑤ 施設・学校ボランティア活動（施設・学校訪問、イベント協力など）

⑥ 広報・啓発活動（福祉を高める会だより発行、福祉マップづくりなど）

⑦ 福祉学習活動（福祉研修会、車椅子体験など）

〇福祉活動メニュー事業

地域福祉活動を展開する福祉及び学区の福祉を高める会が、地域の福祉活動の
向上を目的として実施する事業



地域の集いの場のきっかけづくり
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アンケート３－１３
４－４
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地域共生社会の実現に向けた体制づくりのイメージ

・介護保険，障がい福祉サービス，子育て支援・・・ 制度やサービスは整ってきた。

・生活課題の複雑化・多様化
（生活困窮，障がい，高齢，子育て，引きこもり，不就労，虐待，近所トラブル，住居確保etc.)

▶対象者（高齢・障がい・児童など）ごとの支援では，世帯全体の生活課題を把握す
ることが困難。
▶制度は分野別につくられており，ひとつの機関では多様な課題を支えきれない。

従来の社会

▶支援の狭間や不充足の課題を放置することで生活課題は深刻さを増していく。
しかし，公的支援だけで，すべての生活課題を解決することは困難。
支援の狭間を制度で埋めようとすると，財政負担は増大していく。

●複雑・多様な生活課題
生活困窮，障がい，高齢，子育て，引きこもり，
不就労，虐待，近所トラブル，住居確保etc.

生
活
困
窮

児
童
福
祉

高
齢
者
福
祉

障
が
い
福
祉

保
健
・
健
康

そ
の
他

狭
間 支援支援支援 支援

狭
間

狭
間

狭
間

狭
間 支援

狭
間

●個人主義・実力
主義の浸透
●隣近所・親族等
の地縁・血縁関係
の希薄化
●小家族化
●Withコロナ

Aさん
家族

不充足 不充足

ひととひととの
関係の希薄

◆制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地
域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が
世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住 民一人ひとりの暮らし
と生きがい、地域をともに創っていく社会が必要。

▶相談者の属性，世代，相談内容に関わらず，包括的に相談を受け止め，多様な機関
や社会資源が連携することにより重層的に支援できる体制を整備

社会福祉協議会が長年取り組んできた地域福祉活動
▶共に支え合うことができる地域づくり
▶地域につながることが出できる参加支援
▶社会資源の開発・活用

地域共生社会の実現

●複雑・多様な生活課題
・重層的支援体制の整備 多機関協働の仕組みづくり
・つながりをつくり，社会参加できる仕組みづくり
・共に支え合うことができる地域づくり

生
活
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連 携・協 働

Aさん
家族

重層的支援

支え・支えられる関係の循環

●社会参加に向け
た支援
・地域の社会資源
などを活用して社
会とのつながりづ
くりを支援
・居場所づくり
・Vo活動への参加

●地域づくり
・共に支え合い助
け合うことができ
る地域づくり

アンケート３－２３
５－１９



住民と専門職とのつながりづくり

市域

中学校区域
（５ブロック）

小学校区域
自治会・町内会域

地域の生活・福祉課題を施策化し、サービスを提供する場
（市役所、市社会福祉協議会をはじめ公的機関など）

多様な組織、団体と公的機関が連携する場
（事業所、NPO、まちづくり団体、福祉団体、社会福祉法人など）

近隣や親族などによる身近な助け合い・支え合いの場
（家族、自治会・町内会組織、民生委員・児童委員、まちづくり推
進委員会、福祉を高める会など）

住民と専門職があらゆる圏域でつなぎ・つながりあうことができる関係づくりをすすめる。
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民生・児童委員

地域課題

・世代や属性を問わず交流できる場や居場所を整備する

自治会・町内会

地縁組織

●学区の福祉を高める会・ボランティア
の会活動
・お互いさまミーディングの開催
・小地域ネットワーク活動による見守り
・お互いさま活動による生活支援
・ふれあいサミットの開催
・広報紙による福祉情報の発信・提供

災害

住み慣れた地域

【地域資源の開発や拠点づくり】
多様な主体の参画によるプラットホームづくりをすすめる

ボランティア

社会福祉法人による

くらしの相談窓口

社協生活支援
コーディネーター

（ＳＣ）

社協コミュニティ
ソーシャルワーカー

（CSW）

司法

教育機関
（小・中・高）

行政
各窓口

相談
機関

地域資源
・いきいきサロン
・喫茶店風サロン
・こども食堂 など

企業

当事者団体
・グループ

・障がい者総合支援協議会
・生活困窮者自立支援ネットワーク会議
・地域福祉貢献活動協議会 など

支援
調整

支援
調整

社会福祉
法人

・「人と人」「人と場所」をつなぐコーディネイト

NPO
法人

医療
機関

福山市社会福祉協議会の地域づくりのイメージ

※地域支え合いコーディネーター
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困りごと



社会福祉協議会の取組み
地域の組織化：地域福祉活動の基盤づくり

福祉を高める会活動

福山市社会福祉協議会

福祉を高める会連合会

学区の福祉を高める会（78学区・地区）
学区ボランティアの会（67学区・地区）
/74小学校区

福祉会（755）/自治会・町内会1012

主な地域福祉活動

ふれあい・いきいきサロン
/高める会活動

・週1回開催/喫茶店風サロン 103か所
・合計 535か所

小地域ネットワーク活動
/高める会活動

安否確認やゴミ出し，掃除，散歩，買い
物などの生活支援 35,230回

お互いさま活動
/学区などの任意の取組み

生活支援活動 29か所

●地域福祉活動の推進
①生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター）
地域において，生活支援及び介護予防サービスの
提供体制の構築に向けたコーディネートを行う。
８名配置 ・お互いさまミーティングの開催

2024年度（令和6年度）実績

福山市社会福祉協議会の地域づくり

ふれあい・いきいきサロン

お互いさま活動（生活支援活動）
小地域ネットワーク活動
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１ 子どもたちの健やかな成長のために
■子どもの居場所づくり事業「あつまローズ」
子どもたちの居場所を兼ねた学習支援の場を開設しています。
■子ども食堂への支援
市内に開設されている子ども食堂へ、食糧の提供や、立ち上げ資金を助成し、活動支援をしています。
■福祉教育の推進
児童・生徒の地域福祉に対する意識の発揚を目的に、学校へ出向いて福祉に関する講座を行っています。 あつまローズ 福祉体験学習

ふれあい・
いきいきサロン

小地域ネットワーク
活動

２ 地域の高齢者や障がい者のために
■ふれあい・いきいきサロン
孤立防止や介護予防、生きがいや健康づくりなどを目的に、高齢者や体の不自由な人等と、身近な集会
所等に集まって茶話会や体操、季節の行事などをして、楽しんでいます。地域において気軽に集える居
場所づくりをすすめています。
■小地域ネットワーク活動
高齢者や障がい者などで支援が必要なひとへ、地域のボランティアさんが中心になって、見守り活動や
生活支援活動をしています

３ 生活に困窮したひとのために
■フードたすけあいネット活動
市民のみなさまから、家庭で眠っている食料品を寄付いただき、「明日の食事もままならない」といった生活に困窮されている方へ提供しています。

５ 地域の人びとの安心のために
■災害ボランティアセンターの設置・運営
市内で大規模災害が発生したときに備えて、ボランティアネットワークづくりを推進しています。このネットワークを中心にして、災害時にはボランティアを派遣し

て、被災者支援を行います。

４ 地域の困りごとの解決のために
■くらしの相談窓口
市内の社会福祉法人がネットワークをつくり、生活の困りごとについて、地域の中で気軽に相談できる窓口を設置しています。（106か所 2024.3末現在）
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福山市社会福祉協議会におけるキーファクター



その他（地域福祉）

認知症ひとり歩きSOSネット
ワーク

登録制による認知症高齢者の早期発見システム
行政，社協，警察，FM，参加団体との連携
参加団体：社会福祉法人，郵便局，銀行，福祉事業所，保険会社

フードたすけあいネット活動 生活困窮者支援の一助として，市民からの寄付を中心に食料支援を行う
寄付の件数（延べ）344件/年の個人・団体・福祉施設等
支援した件数（延べ）597世帯/年

ボランティアセンター

子ども居場所支援
あつまローズ

子どもの居場所づくり，学習支援，不登校等の課題を抱える子どもたち
への家庭支援
福山会場：52回/年 延べ999人 ボランティア延べ1,005人
松永会場：24回/年 延べ155人 ボランティア延べ305人

ボランティアコーディネート ボランティアの需給調整を行う 359件/年

要約・手話通訳派遣 要約筆記さーくる「さんりん車」，手話サークル「とんど」「芦の会」
「ゆびこみ」の協力を得て派遣 ，79件，延べ人数152人

福祉教育の推進 ・学校を対象とした体験出前講座の実施
・発達に課題がある小学生を対象に，居場所を提供

災害ボランティアセンター 災害後のボランティア派遣，需給調整
平時の体制づくり 災害ボランティア事前登録など

2024年度（令和６年度）実績

福山市社会福祉協議会の地域づくり

あつまローズ

福祉体験学習
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学童期
6歳～12歳

青年期
12歳～18歳

成人初期
18歳～40歳

壮年期
40歳～65歳

老年期
65歳以上

障がい者支援担当

生活困窮者自立支援センター（生活困窮者自立支援事業）

局

内

連

携

福山市社会福祉協議会における年代別に見た個別相談支援業務
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生活福祉資金貸付

くらしの相談窓口

地域共生社会推進課

重層的支援体制整備事業

地域づくり担当

多機関協働担当

貸付相談担当

生活支援コーディネーター

福祉サービス利用援助事業「かけはし」

成年後見利用促進中核機関・市民後見人活動支援・法人後見未成年後見

住宅確保要配慮者居住サポート事業「住む住む」

基幹相談支援センター クローバー

障がい者（児）相談支援

発達相談（検査は６歳～１８歳が中心）

ネウボラ推進課と連携 高齢者支援課と連携障がい者虐待防止センター

障がい者相談支援事業所

権利擁護支援担当

アンケート
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地域共生社会推進課の連絡先
権利擁護支援センター ・成年後見制度やかけはしなどの権利擁護に関する

こと
・市民後見人活動に関すること

084-928-1353

貸付相談センター ・低所得者・高齢者・障がい者の生活再建のための
貸付に関すること
・コロナ特例貸付のフォローアップ支援

084-928-1348

住宅確保要配慮者
居住サポート

・住宅確保要配慮者（低所得者・高齢者・障がい
者・刑余者など）に対する居住支援・入居後の支援

084-928-1349

基幹相談支援センター
「クローバー」

障害の種別や各種ニーズに対応する相談支援に関す
ること（３障がい対応）

084-973-0968

障がい者虐待防止セン
ター

障害のある方に対する虐待の通報及び届出に関する
こと

084-928-1354

相談支援事業所 障がいのある方の福祉サービスの利用等に関するこ
と

084-928-1358

多機関協働担当 相談支援・参加支援、地域づくりを一体化に活性化
コーディネートする

084-928-1299

アンケート
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中央エリア 地域のサロン活動紹介

『サロン』
に

ついてはこちら！

『おもちゃサロン』
に

ついてはこちら！


